
令和５年度は水処理施設増設のために、
第２系列の実施設計を行います。

処理場所在地：伊勢崎市境平塚ほか
名 称：東毛流域下水道（佐波処理区）

平塚水質浄化センター
■事業内容：水処理施設や汚泥処理設備の整備

全体事業費：約４０１億円（幹線管渠整備費用含む）
事業期間：平成１３年度～令和１２年度以降
対象区域：伊勢崎市・太田市の一部

・伊勢崎市の汚水処理は遅れているので、早く下水道を整備してほしい。（地域住民）
・浄化槽が寿命なので、すぐに下水道につなぎたい。（地域住民）
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実施前 実施後

どのような課題を解決するための事業か

事業開始 事業完了

事業のすすみ具合

事業の進捗状況（R５年３月現在） 今、何をしているか

汚れた水が処理されずに河川などに流されて
います。

平塚水質浄化センターに集められた汚れた水を
きれいして川にもどすことで、川の水質が保全
されます。

水処理施設増設予定地

平塚水質浄化センター

汚れた川（ｲﾒｰｼﾞ） きれいな川（ｲﾒｰｼﾞ）

事業概要 事業位置

・快適な生活環境づくりに向け、汚水処理人口普及率を向上させる

令和

５
年度 施策2：健全な水循環の維持・回復

よ く わ か る 公 共 事 業

成果を示す項目 実施前

下水道整備済人口（佐波処理区） 17.7 千人（Ｒ１）
下水道整備進捗率（佐波処理区） 13.7％（Ｒ１）

実施後

19.1 千人（R9）
15.3％（R9）

※下水道整備進捗率…下水道整備済人口／下水道整備の全体計画区域内人口
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